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■問い合わせ■
　茨城県消費生活センター　　　　☎ 029‐225‐6445
　常陸大宮市消費生活センター　　☎ 0295‐52‐2185（直通）（市役所商工観光課内）
　※月・水・金曜日は消費生活相談員が対応します。

本文イラスト：黒崎 玄 見守り新鮮情報　第419号（2022年4月26日）発行：独立行政法人国民生活センター 

見守り
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ひとこと助言 ●突然訪問してきた事業者に安易に点検させないようにしましょう。
点検箇所をわざと壊して撮影し勧誘するなど、悪質なケースも
みられます。
●点検後に修理を勧められてもその場で契約しないようにしま
しょう。別の専門家に確認を依頼したり、複数の事業者から見積
もりを取ったりするとよいでしょう。
●家族や周囲の人は、不審な人物が来ていないか、見慣れない書面が
ないかなど、高齢者の様子に気を配りましょう。
●工事終了後でも、クーリング・オフできる場合があります。困った
ときは、すぐにお住まいの自治体の消費生活センター等にご相談
ください（消費者ホットライン 188）。

近所で工事しているという事業者が

来 訪 し「 お 宅 の 屋 根 が

めくれているのが見えた。

屋根に登って点検する」
と 言 う ので 依 頼した。

点検後、屋根が浮いて
いる写真を見せられ、
そのままにしておけない

と 思 い、約 30 万 円 の

修理を契約した。その後、
家族の勧めでハウスメーカー

に確 認してもらうと「釘を
引き抜いたような新しい傷
がある」と言われた。

（60 歳代 女性）

点検中に
屋根を壊された？
点検商法に注意

慎重にね

見守るくん 

　「道の駅 常陸大宮～かわプラザ～」のある岩崎は、
久慈川が大きく蛇行する独特で珍しい地形を示してい
るのが特徴です。その主な基盤は、1,600万年前頃の
新生代新第三紀中新世に堆積した玉川層の岩石で形成
されています。
　1994年に市内東野の玉川層から、茨城県内で初め
て、熱帯性の環境を示すヨコヤマビカリアやカケハタ
アカガイ化石からなるウミニナ ‐ フネガイ群集の存
在が報告され、この時代の常陸大宮地域は、汽水から
浅海域の“熱帯の海洋気候環境下”にあったことが明ら
かになりました。
　近年、岩崎に分布する玉川層から、東野地域からは
産出が認められていないうえに、全国的にも産出が非
常に稀な貝類化石が発見されています。そこで、環境
や進化などを知るうえで特に重要な貝類化石を紹介し
ます。

《トヤマヌノメアカガイ》 絶滅した二枚貝化石です。
岩崎の化石は、東北日本の太平洋側では初めての記録
です。それまでの産出記録は岐阜県、石川県、富山県、
和歌山県、兵庫県だけでした。現在生きている（現生
種）仲間のヌノメアカガイは、房総半島以南から西太
平洋の水深10～200mの海底に棲息しています。

《オオシャクシガイ》 二枚貝類で化石種と現生種がい
ます。しかし、1,600万年前頃の化石種の記録は、岩
崎と兵庫県の2例を数えるだけです。現生種が、房
総半島から九州の水深100～200mと佐渡島沖の水深
275mの海底に棲息することから、時代とともに浅海
から深海へと棲息環境を変えたことを示す大変珍しい
化石です。

《スナコザカガキ》 絶滅した二枚貝のカキ類化石です。
岩崎と石川県金沢市の「砂子坂層」から産出が知られ
ているだけの、不明な点の多い化石です。しかし、未
解決な問題は残されていますが、殻の特徴が大変似て
いるカキ類が現在の沖縄県石垣島に棲息しています。
この状況から、スナコザカガキは1,600万年前頃の熱
帯の環境に棲息していたが、寒冷化や大地の変化が原
因で本州海域では絶滅し、その子孫が現在の亜熱帯～
熱帯で棲息していると考えられます。

《マツオクマサカガイ》 絶滅した巻貝化石です。岩崎
と石川県金沢市の「砂子坂層」からだけ産出が知られ
ています。この貝の特徴は、殻に二枚貝、巻貝、礫や
軽石などを付けながら成長するということです。岩崎
の化石は軽石を付けています。現生のクマサカガイ類
は、本州中部以南からフィリピンの水深30～500mに
棲息しています。

　現在の環境からは“にわかに信じがたい”ことかも知
れませんが、紹介しました化石からだけでも、太古の
常陸大宮地域が熱帯の海洋環境にあったこと、大変珍
しい化石が産出すること、その化石が棲息環境を変え
て進化したことなど、大地、環境、生物の歴史を知る
ことができます。常陸大宮地域の地下には、貴重で興
味深い地球の歴史が沢山秘められています。詳しくは

『常陸大宮市史 別編2 自然』をご覧ください。

（常陸大宮市史編さん委員会 専門調査員 理学博士 
菊池芳文）

岩崎の貝化石は語る

第142回

■問い合わせ■
　文化スポーツ課
　文化振興グループ　☎52-1111（内線343）

左上：写真1．トヤマヌノメアカガイ
右下：写真2．オオシャクシガイ

写真3．スナコザカガキ

写真4．マツオクマサカガイ
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